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研究成果の概要（和文）：全国の農業法人に対するアンケートデータを統計分析し,農業法人の多角化は垂直的
統合を主体としており，経営者は自社の競争力の弱さを認識したうえで，自社の強みを発揮できる新たな事業部
門を見出すことにより垂直的統合を実行していることを明らかにした。また，新型コロナウイルス感染症の農業
法人への影響、要因および対策の関係を分析し，顧客，市場の変化に対して，新市場開拓または新商品開発，お
よび両者を兼ねた多角化が重要なことを明らかにした。さらに，農泊の宿泊予約サイト利用者のデータを分析
し，丁寧な接客による滞在中の快適性の保持、および体験や食事などによる楽しさの提供が総合満足度を上げる
ことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）： Statistical analysis of questionnaire data (1356 companies) for 
agricultural corporations nationwide revealed the following points. The diversification of 
agricultural corporations is centered on vertical integration. It was revealed that managers are 
vertically integrating their businesses by recognizing their own competitive weaknesses and finding 
new business divisions that can leverage their strengths. In addition, we analyzed the impact of the
 COVID-19 on agricultural corporations, the relationship between factors and countermeasures, and 
identified the importance of new market development, new product development, and diversification 
that combines both in response to changes in customers and markets. An analysis of data on users of 
farm stay reservation sites revealed that maintaining comfort during a stay through courteous 
customer service and providing enjoyment through experiences, meals, etc. increases overall 
satisfaction.

研究分野： 農業経営学

キーワード： 農業法人　経営戦略　多角化　農村ツーリズム　新型コロナウイルス感染症

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は,従来農業経営学分野で不十分であった農業法人の経営戦略と経営者の経営環境および経
営資源に対する認識との関係を大量データに基づいて類型的に捉えることができたことである。この成果を応用
することにより，自治体などが事前に農業法人・経営者の経営環境と経営資源に対する認識を把握することによ
り,誘致に必要な条件整備を効率的に進め,地域外からの農業法人の誘致を促進し地域農業,地域経済の活性化に
寄与することができる。また,新型コロナウイルス感染症による農業法人への影響，要因，および対策の関係に
ついて明らかにし，今後，パンデミックが発生した場合の対策の策定に寄与できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)農業法人は本拠地の農場だけでなく,全国各地で川上への委託生産や合弁事業および川下への
加工・販売といった垂直的多角化,また交流型ビジネスや農業コンサルティングなどの水平的多
角化といった多面的な経営戦略によって事業展開を行っている。 
(2)このため事業展開地域の地域農業へ与える影響は多面的かつ大きくなっており,その把握は地
域農業の維持・再生にとって重要な課題となっている。 
 
２．研究の目的 
(1)農業法人の経営戦略，特に垂直的多角化と水平的多角化に注目し,その特徴を類型的に把握し
たうえで,戦略に基づいた事業展開が地域農業に与える経済的影響を定量的にとらえる方法を開
発する。 
(2)農業法人と地域のステークホルダーとの関係を把握する方法を策定する。これらによって,進
出前に農業法人の経営戦略を把握することにより,誘致による経済的効果や社会的効果を予測で
きるようになり,農業法人の誘致を促進し地域農業,引いては地域経済の活性化に寄与すること
ができる。 
 
３．研究の方法 
(1)農業法人が直面する経営環境の解明には，①農業法人の生産する業務用農産物に対する食品
メーカーや集荷業者の調達行動についてアンケート調査データの産業財マーケティングの視点
からの分析,また消費者の都市農村交流などに対する購買行動については価値共創の視点も取り
入れて分析しその特徴を把握する。②農業法人が生産する農産物(コメ，野菜)やサービス(都市
交流)の競争構造を,ポーターの競争圧力の視点から統計データ分析と業界団体への面接調査に
より把握する。 
(2)農業法人の垂直的多角化戦略の解明については，①(3)と共同して農業法人について,アンケ
ート調査を実施し,拡張された成長ベクトル概念を応用して経営戦略の特徴を類型的に把握する。
②①で把握された類型のうち委託生産や合弁事業および川下への加工・販売など垂直的多角化
戦略をとっている農業法人の組織構造,組織文化などの企業行動の特徴を把握し,これらと(1)で
得られる品目・部門別の経営環境(顧客の調達行動と競争構造)を比較検討することにより,経営
戦略を経営環境→経営戦略→企業行動という枠組みで捉える。 
(3)農業法人の水平的多角化戦略の解明については，①(2)と共同して,農業法人について,アン
ケート調査を実施し, 拡張された成長ベクトル概念を応用して経営戦略の特徴を類型的に把握
する。②①で把握された類型のうち交流型ビジネスや農業コンサルタントなど水平的多角化戦
略をとっている農業法人の組織構造,組織文化などの企業行動の特徴を把握し,これらと(1)で得
られる品目・部門別の経営環境(顧客の調達行動と競争構造)を比較検討することにより,経営戦
略を経営環境→経営戦略→企業行動という枠組で捉える。 
(4)農業法人が地域農業に与える経済的影響の把握手法の開発については，①農業法人が事業展
開している地域と非展開地域について,農林業センサス,市町村民経済計算等の時系列データを
用いた DID 分析などによって,農業法人の事業展開の有無や戦略のタイプによる地域経済への影
響を明らかにする手法を開発する。②(2),(3)で調査対象とする市町村について,各種統計およ
び市町村の行政資料等のデータから地域産業連関表を作成することによって経済効果を定量的
に明らかにする手法を開発し,各種分析により投資や産出額変動による地域経済への影響をシミ
ュレーションする。 
(5)農業法人とステークホルダーの関係解明については，①農業法人の事業展開地域における委
託生産農家との取引関係,一般農家との農地貸借,雇用,生産委託などの取引の種類および形態に
ついて,法人および関係農家の面接調査を通じて明らかにする。②自治体,農協,その他の農業法
人,民間企業などとの関係についてもアンケート調査および面接調査によって,農業法人の事業
展開への「関心度」と「影響力」という２軸からステークホルダーとの関係を明らかにする方法
を策定し,これを事業展開地域に適用して(2),(3)から得られた農業法人の経営戦略,企業行動と
比較して適合性を検討する。 
 
４．研究成果 
(１)消費者のサービス購買行動から見た経営環境 
 サービスについては，ISO23592:2021 において，顧客満足より優れた「顧客ディライト」をも
たらす「エクセレント・サービス」が位置付けられた。サービスとしての農村ツーリズムの評価
を，消費者との価値共創として捉え，エクセレント・サービスの提供が可能かを検討した。サー
ビスを評価する尺度として SERVPERF を用い，図１のとおり，サービス品質が顧客満足（Customer 
satisfaction）や価値共創（Co-creation）につながるメカニズム，価値共創が顧客ディライト
（Customer delight）につながるメカニズムを，モデル化し，構造方程式モデリングにより推定



した。分析の結果，中核サービス
（Core service）と強化サービス
（Enhanced service）が導き出さ
れた。エクセレント・サービスに関
連する顧客ディライトは，強化サ
ービスの影響を強く受けているこ
と，また，顧客満足よりも顧客ディ
ライトがより優れたサービスとし
ての評価を得られることが明らか
となった。 
 
 

 
(２)多角化類型と要因 
①全国の農業法人に対するアンケート調査データ(回収1,356社)を多角化類型別に分類した結
果によれば，農業法人の構成比率は，垂直的統合が 44.5%で最も多く，その内訳は前方統

合・加工関連 26.1%，前方統合・販売関連
9.2%，後方統合 9.2%である。垂直的統合に
次いで，集中的多角化が 29.4%，集成的多
角化が 13.1%，水平的多角化が 6.5%の順と
なった(図２)。このうち垂直的統合の比率は
先行研究と単純な比較はできないが，少なく
とも垂直的統合の比率は上昇していないと推
定される。また，集成的多角化が一定の比率
を占めていことは，農業においても既存事業
と関連のない事業への多角化が一定の地位を
占めていると言える。 

②売上高 1 位部門に
より多角化類型の比
率には統計的な有意
差はないが，いくつ
かの部門では特定の
多角化類型の比率が
高くなっている(表
１)。稲作は集中的多
角化，野菜は水平的
多角化，採卵鶏は水
平的多角化，肉用牛
一貫は垂直的統合の
比率が高い。こうし
た傾向は，稲作では

機械・施設や労働力の有効利用のために技術的に転作，裏作，作業受託が選択されやすく，野菜
では顧客から新品目が要請されることが多く，肉用牛一貫では売上安定には安定した幼畜調達
が不可欠であるためと考えられる。 
③多角化類型と経営者が認識している多角化の要因との関係については，類型により関係の強
い要因は異なっている。垂直的統合は，「自社の強みが発揮できる新たな事業部門の出現」とい
う資源と環境の両者を含意する要因と，水平的多角化は「需要成長が見込める新たな品目・部門
の出現」という経営環境と関係する要因との関係が強い。これに対して，集中的多角化および集

成的多角化は「自社の強み
が発揮できる新たな事業
部門の出現」という経営資
源，経営環境の両者に関係
する要因との関係は弱い。 
④垂直的統合と経営者の
認識している要因の因果
関係は，表２に示すロジス
テックス回帰分析の結果
から，次のように整理でき
る。垂直的統合は「既存の
事業部門の需要停滞・減
少」，「取引先からの要請」，
「JA・普及センターなどか
らの指導・助言」という経



営環境に関係する要因および「人材の不足・活用」という資源に関係した要因とはマイナスの因
果関係にある。これに対して，「自社の強みが発揮できる新たな事業部門の出現」という環境と
資源の両者に関係する要因および「既存の事業部門における自社の競争力の弱さ」とはプラスの
因果関係が強い(表２)。つまり，垂直的統合は，個々の環境に関係した要因や資源に関係した要
因に直接影響されるのではなく，自社の競争上の弱さの認識と，自社の強みを発揮できる事業部
門の出現という環境と資源の両者に関係する要因とが相まって選択されていると言える。 
 
(３)経営戦略と地域経済への効果 
①農業経営における多角化活動として実施されている農家レストランの名称の規定要因につい
て，関東圏と近畿圏に分け共起ネットワークとロジットモデルで比較分析した。まず KH Coder

を用いたテキスト分析から 2 地域の特徴的
な要因を析出し，次に名称を約 90 種類に分
類し，2 値ロジットモデル分析から 2 地域
の決定要因を解析した。その結果，関東地
方の農家レストランは和食が主な形態であ
り，田舎や農地を想起させる言葉で農村へ
の訪問ニーズを引き出し，定番の言葉や読
みやすさで消費者の認知と記憶を容易にし
ようとしていることが判明した。これに対
して，近畿地方の農家レストランは品質や
清潔さをアピールし，歴史性や地域資源と
の連動，多種多様な料理や食材で差別化を
し，顧客の関心を高めようとしていること
が判明した。以上の点から，関東地方と近
畿地方の農家レストラン名称の訴求内容は
差異があり，近畿地方は関東地方より多様
性に優れ，訴求力の高い差別化を図ってい
るといえる。 
②農泊の宿泊予約サイト利用者データを用
いて，価格決定モデル分析および広告文の
テキスト分析を行った。価格決定モデル分
析により，地域固有の食文化の体験，地域
産品の存在，体験サービスの実施により農
泊の価値が高まることが判明した。したが
って，地域にこだわりを持った料理や体験
メニュー，産品を開発し，それを生かした
宿泊プランを作ることが効果的と考えられ
る。このことは農泊施設の紹介文のテキス
ト分析によっても裏付けられている(図３)。 
③口コミデータ（eWOM）から農泊の特徴と
の関連性について，共起ネットワークとロ
ジットモデルで計量的に分析した。ロジッ
ト分析結果からは清潔さや対応の良さ，コ
ストパフォーマンスの高さが利用者の満足
度を上げる要因となっていることが判明し
た。テキスト分析からは，ホストが丁寧な
対応をすることで宿の滞在中の快適さを保
ち，体験や食事などから楽しさを提供する
ことが総合満足度を上げる要因であること
が判明した(図４)。以上の点から，良質な
農村ホスピタリティの重要性とその構成要

素を明らかにした。 
 
(４)新型コロナウイルス感染症流行の農業法人への影響，要因，対応 
①全国の農業法人に対するアンケート調査データ(回収 1,356 社)によれば，農業法人は「顧客の
減少」，「売上の減少」，「資材コストの上昇」などの悪影響を強く受けており(表３)，中でも売上
高が中規模，および主な事業部門が観光関連業や一部の畜産業の法人が強く受けていた。 
②これらの主な悪影響の要因は「消費者の買い控え」，「顧客の事業活動が低下」，「自社の事業活
動を自粛」，「資材価格の高騰」，「販売･営業活動に支障」，「物流の支障」などであった(表４)。 



③このような悪影響に対して農業法人は，「公的支
援の活用」を受け事業存続を図るだけではなく，
「新たな需要･市場開拓の強化」，「新商品開発の強
化」および「リモートワークの推進」，「事業活動
のオンライン化」などの対策に取り組むことによ
って事業の立て直しを図っている(表５)。 
④好影響は少ないものの，「売上の増加」，「顧客の
増加」，「従業員の新規就業」があげられており(表
６)，「新商品開発の強化」やネットワーク対応な
どの対策との関係が窺われる。 
⑤以上から，消費者や事業者の行動を大幅に制約
するコロナ禍のようなパンデミックは，消費者の
買い控えと，これに伴う顧客の事業活動の低下と
いった悪要因を引き起こし，農業法人自身の事業
活動の自粛とも相まって，顧客の減少，売上の減
少という悪影響を引き起こしていると理解できよ
う。これらの悪影響のうち，売上の減少に至れば
公的支援に頼らざるを得ないが，客層･客筋の変化

や顧客の減少には，新
規需要･市場の開拓の
強化や新商品開発の
強化によって対処し，
これらの対策が売り
上げの増加につなが
るといった一定の効
果を上げているもの
と推定される。 
 したがって，農業法
人の経営戦略におい
ても，コロナ禍のよう
な環境激変による既
存事業領域の顧客，市
場の変化に対して，迅
速な新市場開拓また
は新商品開発，あるい
は両者を含んだ多角
化によって対応する
ことが肝要であり，そ
のための組織体制と
ノウハウを平時から
整えておく必要があ
る。また，このような
事態において行政機
関には，短期的には事
業の継続，回復を支援
するための給付金の
支給や資金繰り支援
などが必要とされる
が，中長期的には農業
法人が経営戦略の転
換に必要とするノウ
ハウ，人材，投資資金
などの側面での支援
も望まれる。 
 

表３　コロナ禍により農業法人が受けた影響

 区 分        項　　目        比率(%)

顧客の減少 13.4
悪 客層・客筋の変化 8.3

売上の減少 45.4
影 風評被害 1.0

従業員の休職・退職 5.5
響 資材コストの上昇 30.6

生産減少 8.5
顧客の増加 4.7

好 売上の増加 8.0
評判向上 1.4

影 従業員の新規就業 5.8
資材コストの低下 0.2

響 生産増加 3.0
5.3
22.5

N 1,356
資料：本アンケート調査により筆者が作成

注: 複数回答可
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